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大学等におけるアイヌの人々の遺骨の保管状況の調査結果 

 

平成２５年６月 

平成２６年１月更新 

文部科学省 

 

１．調査の目的 

   平成２３年６月のアイヌ政策推進会議「民族共生の象徴となる空間」作

業部会報告書において、「集約の対象となる人骨を特定し、人骨の返還や集

約の進め方に関する検討を行うため、各大学等の協力を得て，アイヌの人

骨の保管状況等を把握する」とされたことを踏まえ、国公私立大学等を対

象に調査を実施した。 

 

２．調査の時期 

   平成２３年１１月に調査票を各大学等に発出し、平成２４年１２月２５

日を回答期限として、平成２４年現在の保管状況を調査した。 

 

３．調査の対象 

国公私立大学（※）、公私立短期大学（※）、大学共同利用機関法人 

 

 

※私立大学、私立短期大学については、医学・看護学部系（解剖学等）、 

文学部系（文化人類学、考古学系）を設置する大学、短期大学を 

対象としたが、各学校法人には、これらの学部以外において保管している可

能性がある場合は対象を追加して調査を行うよう依頼 

 

４．遺骨を保管している大学の数と遺骨の数 

・遺骨を保管している大学の数は１２大学である。 

  （北海道大学、東北大学、東京大学、新潟大学、京都大学、大阪大学、 

札幌医科大学、大阪市立大学、金沢医科大学、南山大学、天理大学、

岡山理科大学） 

 

・個体ごとに特定できた遺骨は１，６３６体である。 

うち、個人が特定できる遺骨は２３体である。 

 

・個体ごとに特定できなかった遺骨が５１５箱に納められている。 

（注）箱の大きさは大学により異なる。 

（注）このほかに、副葬品のみが納められた７０箱、獣骨が納められた３箱、墓標

１があるとの回答があった。 
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大学名 

個体ごとに特定できた遺骨 
個体ごとに特定 

できなかった遺骨  
うち、個人が特定 

できる遺骨 

北海道大学 １，０２７体 １９体 ４８４箱 

東北大学 ２０体  １箱 

東京大学 １９８体  ６箱 

新潟大学   １７箱 

京都大学 ９４体   

大阪大学 ３９体  ２箱 

札幌医科大学 ２５１体 ４体  

大阪市立大学 １体   

金沢医科大学 ４体   

南山大学 １体   

天理大学   ５箱 

岡山理科大学 １体   

計１２大学 計 １，６３６体 計 ２３体 計 ５１５箱 

 

 

 

５．個体ごとに特定できた１，６３６体について 

（１）大学が保管に至った時期・経緯 

①時期 

戦前においては、明治６年から昭和１９年までの期間に８９９体（約

５５％）が収集され、戦後においては、昭和２２年から平成２４年まで

の期間に６０９体（約３７％）が収集された。また、大学が保管に至っ

た時期が不明の遺骨が１２８体（約８％）ある。 

 

②経緯 

「研究のための収集」による遺骨が９８６体（約６０％）あり、「（地

方公共団体や個人等の）他者からの寄託」による遺骨が３７４体（約 

２３％）、「地方公共団体からの依頼による調査」による遺骨が２１３体

（約１３％）、その他の場合が７体ある。また、大学が保管に至った経
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緯が不明の遺骨が５６体（約３％）ある。 

 

（２）発掘・発見された時期・経緯等 

①時期 

戦前においては、９０５体（約５５％）が発掘・発見され、戦後にお

いては、５５０体（約３４％）が発掘・発見された。また、発掘・発見

された時期が不明の遺骨が１８１体（約１１％）ある。 

（注）昭和５５年以降に発掘・発見された遺骨は、遺跡の発掘や工事中の発見に

よる。 

 

②経緯 

    発掘された遺骨が９６２体（約５９％）、墓地改葬に伴う遺骨が２１９

体（約１３％）、工事や地質調査等の際に発見された遺骨が１０３体（約

６％）、その他の場合が３８体（約２％）ある。また、発掘・発見された

経緯が不明の遺骨は３１４体（約１９％）ある。 

 

  ③発掘・発見主体 

大学の研究者が発掘・発見した遺骨が８６９体（約５３％）、地方公

共団体が発掘・発見した遺骨が３２９体（約２０％）、個人等、地方公

共団体以外の者が発掘・発見した遺骨が９６体（約６％）、発掘・発見

した主体が不明の遺骨が３４２体（約２１％）ある。 

 

④発掘・発見された場所 

      北海道が１，４３９体（約８８％）であり、樺太（サハリン）が 

１３６体（約８％）、千島列島が４８体（約３％）、発掘・発見された場

所が不明の遺骨が１３体（約１％）である。 

 

（３）大学に保管されている遺骨の状況 

①遺骨の部位 

        頭骨が１，０１３体（約６２％）、全身骨が５４１体（約３３％）、四

肢骨等が５２体（約３％）、その他（歯など）が３０体（約２％）である。 

 

②遺骨の帰属年代 

      明治時代以降の遺骨が２０４体（約１２％）あり、江戸時代以前の遺

骨が２２５体（約１４％）ある。また、江戸時代頃から明治時代の遺骨

が１５８体（約１０％）ある。帰属年代が不明の遺骨が１，０４９体（約

６４％）ある。 

 

③遺骨の性別 

     男性の遺骨が３３０体（約２０％）であり、女性の遺骨が２４５体（約

１５％）である。性別が不明の遺骨が１，０６１体（約６５％）ある。 
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④遺骨の推定年齢 

    成人の遺骨が１，４０３体（約８６％）あり、子どもの遺骨が２０２

体（約１２％）ある。不明の遺骨が３１体（約２％）ある。 

 

⑤遺骨の文化財への認定の有無 

       地方公共団体により文化財に認定された出土品である遺骨が１８６

体（約１１％）ある。 

 

（文化財に認定した地方公共団体） 

       北海道及び北海道内の２３市町村 

 

⑥副葬品の有無 

       副葬品があることが確認できた遺骨は４０５体（約２５％）である。

そのうち、１５体に伴う副葬品は，地方公共団体により文化財に認定さ

れた出土品である。 

 

     （文化財に認定した地方公共団体） 

北海道及び北海道内の３市町 

 

    （注）以上に加え、特定の遺骨との対応が明確ではない副葬品がある旨の回答が

あった。なお、これらの副葬品には、地方公共団体により文化財に認定され

た出土品はない。 

 

⑦保管部局 

     保管部局が医学系の学部・研究科である遺骨が１，２７９体（約 

７８％）、大学博物館である遺骨が２９７体（約１８％）ある。また、そ

の他の保管部局である遺骨が６０体（約４％）ある。 

 

⑧保管場所 

医学系の学部・研究科で保管されている遺骨が１，２９１体（約７９％）

あり、大学博物館で保管されている遺骨が３０５体（約１９％）ある。

また、その他の施設で保管されている遺骨が４０体（約２％）ある。 

 

    ⑨保管方法 

木製の箱に保管されている遺骨が１，５１８体（約９３％）あり、プ

ラスチック製の箱に保管されている遺骨が１１２体（約７％）、紙製の

箱に保管されている遺骨が６体ある。 

（注）箱の大きさは大学により異なる。  
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６．個体ごとに特定できなかった５１５箱について 

（１）大学が保管に至った時期・経緯 

①時期 

戦前においては、明治２１年から昭和１８年までの期間に１０７箱

（約２１％）が収集され、戦後においては、昭和２４年から昭和４８年

までの期間に５５箱（約１１％）が収集された。また、大学が保管に至

った時期が不明の３５３箱（約６９％）がある。 

 

②経緯 

「研究のための収集」による遺骨が１１１箱（約２２％）、「地方公共

団体からの依頼による調査」による遺骨が３３箱（約６％）、「（地方公

共団体や個人等の）他者からの寄託」による遺骨が１４箱（約３％）、

収集した民族文化資料の中に含まれて収蔵された遺骨が５箱（約１％）、

大学が保管に至った経緯が不明の遺骨が３５２箱（約６８％）がある。 

 

（２）発掘・発見された時期・経緯等 

①時期 

戦前において発掘・発見された遺骨が１０１箱（約２０％）あり、戦

後において発掘・発見された遺骨が５０箱（約１０％）ある。また、発

掘・発見された時期が不明の遺骨が３６４箱（約７１％）ある。 

 

②経緯 

     発掘された遺骨が１４５箱（約２８％）あり、墓地改葬に伴う遺骨が

４箱（約１％）ある。発掘・発見された経緯が不明の遺骨が３６６箱（約

７１％）ある。 

 

③発掘・発見主体 

大学の研究者が発掘・発見した遺骨が１０８箱（約２１％）、地方公

共団体が発掘・発見した遺骨が４１箱（約８％）、地方公共団体以外の

者が発掘・発見した遺骨が３箱、発掘・発見した主体が不明の遺骨が 

３６３箱（約７０％）ある。 

 

④発掘・発見された場所 

       北海道が４１０箱（約８０％）であり、樺太（サハリン）が１０箱（約

２％）、千島列島が１６箱（約３％）、発掘・発見された場所が不明の遺

骨が７９箱（約１５％）である。 

 

（３）大学に保管されている遺骨の状況 

①遺骨の部位 

       全身骨が３２４箱（約６３％）、四肢骨等が８４箱（約１６％）、頭骨

が２２箱（約４％）、その他（歯など）が８５箱（約１７％）である。 

  （注）全身骨の３２４箱の大部分は、５．（３）①の個体が特定された頭骨のい
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ずれかと一体化できる可能性がある。 

 

②遺骨の帰属年代 

「明治以前」の遺骨が１箱、「明治頃」の遺骨が６箱（約１％）、そ

の他の遺骨が１１箱（約２％）ある。帰属年代が不明の遺骨が４９７

箱（約９７％）ある。 

 

③遺骨の文化財への認定の有無 

    地方公共団体により文化財に認定された出土品である遺骨はない。 

 

④副葬品の有無 

    副葬品があることが確認できた遺骨が１３箱に納められている。 

地方公共団体により文化財に認定された出土品である副葬品はない。 

（注）以上に加え、遺骨が納められた特定の箱との対応が明確ではない副葬品が

ある旨の回答があった。なお、これらの副葬品には、地方公共団体により文

化財に認定された出土品はない。 

 

⑤保管部局 

    保管部局が医学系の学部・研究科である遺骨が４９９箱（約９７％）、

大学博物館である遺骨が１３箱（約３％）ある。また、その他の保管部

局である遺骨が３箱（約１％）ある。 

 

⑥保管場所 

医学系の学部・研究科で保管されている遺骨が５００箱（約９７％）

あり、大学博物館で保管されている遺骨が１３箱（約３％）ある。また、

その他の施設で保管されている遺骨が２箱ある。 

 

   ⑦保管方法 

       木製の箱に保管されている遺骨が５０８箱（約９９％）あり、紙製の箱

に保管されている遺骨が５箱（約１％）、プラスチック製の箱に保管され

ている遺骨が２箱ある。 

（注）箱の大きさは大学により異なる。 

 


